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「新しい生活様式」
の一部を掲載して
いるので、これを参
考に日常に合わせ
た生活様式を取り
入れましょう。 

「新しい生活様式」とは、①身体的距離の確保、 

②マスクの着用、③手洗いの実施や３密（密集・密接・

密閉）を避けるなどを取り入れた日常生活のこと。 

暑さを避け、水分を取るなどの熱中症予防とマスク・

換気などの新しい生活様式を両立させましょう。 

３つの密を避ける 

症状がなくても 
マスク着用 

まめな手洗い・ 
手指消毒  

 

熱中症予防×コロナ感染防止で 
「新しい生活様式」を健康に！ 

安 全 基 本 方 針    

令和二年  安全スローガン   

 

『 』 
『慣れと油断が事故の元  初心に帰って安全作業』 
 

令
和
二
年
度
の 

方
針
・
目
標
が
決
ま
り
ま
し
た  

出典：環境省熱中症予防情報サイト https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_pr.php の資料を加工して作成

（https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_pr.php） 

令
和
二
年
度
の
新
し
い
品
質
方
針
・
品
質
目
標
が

決
定
し
ま
し
た
。 

 

今
期
の
品
質
方
針
は
、
人
間
力
・
技
術
力
・ 

 
信
頼
力
を
向
上
さ
せ
、
収
支
を
整
え
て
、
常
に 

安
心
・
安
全
を
提
供
し
、
そ
し
て
御
得
意
様
や 

地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地
域
Ｎ
Ｏ
．
一
の 

企
業
を
社
員
全
員
で
築
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。 

そ
の
為
に
Ｋ
Ｙ
活
動
を
徹
底
し
、
労
働
災
害
の 

削
減
を
図
り
、
各
部
門
の
人
材
教
育
を
徹
底
し
て

個
人
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
各
作
業
所
の
実
態 

評
価
点
検
を
実
施
し
ま
す
。
営
業
的
に
は
、
営
業

収
支
の
「
見
え
る
化
」
を
徹
底
し
、
各
部
門
の 

 

利
益
の
改
善
を
行
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、
社
員
全
員
が 

常
に
頭
で
考
え
行
動
に
移
し
、
協
働
・
考
動
す
れ
ば

実
現
は
可
能
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題

に
非
常
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
世
界
中
の
人
が 

協
力
し
て
感
染
対
策
を
徹
底
す
れ
ば
、
必
ず
感
染

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。
当
社
と
し
て
も
社
員
全
員
で
、
方
針
・ 

 

目
標
に
掲
げ
た
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
Ｎ
Ｏ
．
一
の
企
業
を
構
築
す
る
こ
と
が 

で
き
る
の
で
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
、
共
に
考
え

て
前
進
し
ま
し
ょ
う
。 

こまめに換気・ 
エアコンの併用 

「協
働
」・
「考
動
」
し
て
共
に
「
前
進
」 

感染が流行している 
地域への移動は 

控える 

   
人と２ｍ以上 
（十分な距離） 

離れている時 

― ビジョン― 
３つの力を向上させ、共に学び社員全員で 
協働・考動できる地域ＮＯ．１の企業を構築する 

― 社 是 ― 
1.人間力の向上（協働・考動） 
2.技術力の向上（品質・サービス） 
3.信頼力の向上（安心・安全） 
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資
格
取
得
＆
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

当
社
社
員 

益
満
貴
幸
さ
ん
が
、
一
級
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
に
見
事
合
格
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
当
社
社
員 

森 

孝
三
さ
ん
が
、
全
国

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
か
ら
ビ
ル
メ
ン 

テ
ナ
ン
ス
協
会
の
事
業
に
尽
力
し
た
こ
と
に

よ
る
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

【
十
五
年 

表
彰
】 

家
田
賢
治 

 

市
山
和
秀 

 

大
山
久
枝 

小
野
寺
富
江 

尾
鼻
チ
エ
子 

川
島
哲
也 

清
水
恵
子 

 

綱
井
政
行 

 

富
田
督
治 

内
藤
隆
晴 

 

西
丸
美
幸 

 

野
間
政
子 

久
一
和
子 

 

松
原 

和 
 

溝
渕
由
文 

道
久
文
江 

 

山
本
幸
子 

 

吉
野
慶
子 

【
一
〇
年 

表
彰
】 

天
野 

宰 
 

石
塚
滋
子 

 

井
上
範
子 

岡
田
三
郎 

 

岡
田
拓
也 

 

勝
山
大
助 

河
西
博
勝 

 

河
野
ま
り 

 

嵯
峨
哲
也 

酒
井
理
香 

 

十
河 

実 
 

高
尾
千
津
子 

長
尾
文
子 

 

二
宮
崇
彰 

 

二
宮 

保 

藤
田
幸
子 

 

藤
田
利
子 

 

堀 

英
子 

松
浦
菊
子 

 
好
井
シ
ゲ
子 

渡
邊
由
紀 

 

安
全
標
語 

入
賞
者 

『
高
齢
者
と
協
働
し
て
み
ん
な
で
つ
く
る

安
全
で
安
心
な
職
場
』
を
安
全
基
本
方
針
と
し

て
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
個
性 

あ
ふ
れ
る
標
語
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
度
も
安
全
作
業
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！  

安
全
標
語
入
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
） 

一
席 

 

斉
藤
康
博 

慣
れ
と
油
断
が
事
故
の
元 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初
心
に
帰
っ
て
安
全
作
業 

二
席 

 

久
保
寿
史 

急
が
ず
に 

手
元
足
元
し
っ
か
り
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 

心
得
ひ
と
つ
で 

事
故
防
止 

 
   

  

谷
川
の
り
子 

小
さ
な
気
づ
き 

小
さ
な
改
善 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

か
さ
ね
て
つ
く
る 

安
全
職
場 

三
席 

 

石
丸
萌
那 

活
か
そ
う
教
訓 

守
ろ
う
基
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 

皆
で
築
こ
う 

安
全
職
場 

 
 
 
  

大
﨑
慎
弥 

慣
れ
た
作
業
に 

潜
む
危
険 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
つ
め
る
ゆ
と
り
と 

見
つ
け
る
習
慣 

 
 
 
  

大
西
郁
也 

今
日
の
ヒ
ヤ
リ
は
明
日
の
事
故 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
作
業 

佳
作
受
賞
者 

伊
東
真
由
美 

伊
藤
裕
子 

 

尾
崎
雄
史 

北
村
春
美 

 
 

木
下
貴
子 

 

高
木
真
理
子 

中
村
正
利 

 

藤
村 

勉 
 

森
島
裕
美 

山
下
悠
希 

 

永
年
勤
続
表
彰
者 

例
年
、
新
年
会
で
行
っ
て
い
た
永
年
勤
続
者

表
彰
は
、
安
全
大
会
で
の
実
施
を
予
定
し
て 

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

拡
大
防
止
の
為
、
残
念
な
が
ら
安
全
大
会
は 

中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

受
賞
者
の
皆
様
、
改
め
ま
し
て
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
長
き
に
わ
た
り 

 

当
社
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

永
年
勤
続
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
） 

ハ
ウ
ス
美
装
工
業
㈱ 

【
四
〇
年 

表
彰
】 

田
村
良
雄 

 

【
三
十
五
年 

表
彰
】 

黒
川 

昭 

【
三
〇
年 

表
彰
】 

市
原
克
美 

【
二
十
五
年 

表
彰
】 

池
田
眞
冶 

 
 

香
山
ア
キ
子 

中
村
省
吾 

林 

大
生 

【
二
〇
年 

表
彰
】 

蒲
生
久
仁
子 

篠
永
五
十
鈴 

白
坂
隆
義 

瀬
尾
匡
徳 

 

高
橋
一
樹 

 
 

津
田
暁
美 

中
谷
明
美 

 

 

【
健
康
の
た
め
に
】 

 

国
連
総
会
で
、
イ
ン
ド
の
第
十
八
代
ナ
レ
ン

ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
が
「
ヨ
ガ
は
心
と
身
体
、 

思
い
と
行
動
、
自
制
と
達
成
の
統
一
、
さ
ら
に
は

人
と
自
然
の
調
和
を
表
し
、
健
康
と
幸
福
を 

得
る
た
め
の
包
括
的
な
手
段
」
と
イ
ン
ド
古
来

の
ヨ
ガ
の
意
義
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

心
と
身
体
を
整
え
る
も
の
は
、
ヨ
ガ
の
ほ
か
に

も
、
中
国
の
太
極
拳
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
双
方
に

共
通
す
る
の
は
、
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。 

 

私
た
ち
は
仕
事
を
す
る
う
え
で
、
効
率
や 

業
績
を
重
視
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
自
身
の

健
康
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦 

す
る
力
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。 

 

も
し
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
周
囲
に

心
配
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
工
夫
を
し
な
が

ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
心
を
休
め
る
時
間
を
持
つ

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

良
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
り
、
円
滑
に
物
事

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
大
切
な
自
身
の
身
体

を
い
た
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

編
集
後
記 

 

最
近
は
外
出
を
控
え
、
お
家
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
た
の
で
、
家
の
清
掃
や
整
理
を
さ
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

「
整
理
」
と
は
、
い
る
も
の
と
い
ら
な
い
も
の

を
分
け
、
い
ら
な
い
も
の
を
捨
て
る
と
い
う 

こ
と
で
す
。
い
ざ
捨
て
る
と
な
る
と
勇
気
が 

い
り
ま
す
が
、
捨
て
て
し
ま
う
と
ス
ッ
キ
リ 

し
ま
せ
ん
か
？
で
も
必
要
な
も
の
は
捨
て
ち
ゃ

ダ
メ
で
す
よ
！
見
極
め
が
大
事
で
す
。 

次
号 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
二
十
二 

令
和
三
年
二
月 

発
行
予
定  

益満貴幸さん 

森 孝三さん 


